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これからの大学入試
ーお子様の伴走者であるために、今のうちから確認いただいたいことー

令和４年９月22日（木）
株式会社ベネッセコーポレーション 学校カンパニー

東日本教育支援推進部 大森 理史

新潟県立六日町高等学校の保護者の皆様



2

©Benesse Corporation.

はじめに お子様によくお話すること

次の数字は一体なにを表すものでしょう？

50戦47敗

A.

「大学入試を本格的に考えて取り組み始めたのはいつから？」
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入試環境の変化 受験人口は減少傾向に

共通テスト（センター試験）既卒生の志願状況

18歳人口は2021年度入試を境に
減少期に入った

18歳人口の推移をみると、この６、７年は120万人前後で推移し
ていたが、2021年度入試を境にして2024年度入試まで減少幅が大き
くなる。現高校２年生が受験する2024年度入試では約107万人と予
想され、2020年度入試を基準として約９％減少することになる。
次の2023年度入試では約111万人となり、前年度から約2万人減少

する。一回り前の2020年度入試と比較すると、約７万人の減少とな
る。国立大の2022年度入試の募集人員が約９.５万人であることを考
えると、減少幅の大きさがうかがえる。全体的に入試競争は緩和さ
れる傾向にあるといえよう。

18歳人口の推移

2021年度入試に導入された大学入学共通テストでは移行措置がと

られないこともあり、既卒生の志願者数が約２割の大幅な減少と

なった。これにより、現役生の合格者数が増加する傾向がみられ、

2022年度入試でも既卒生が少ない状況が続くこととなった。先を見

れば2025年度入試が新課程におけるはじめての入試となり、このタ

イミングでも既卒生は減少すると見込まれる。既卒生が増えにくい

環境が続いていくこととなり、現役生中心の入試傾向は強まってい

くと予想される。

共通テスト導入を機に
既卒生の減少が目立つ

次の入試
（2023年度入試）

既卒生が
大幅に減少

＊学校基本調査をもとに作成。 ＊大学入試センター公表資料をもとに作成。
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国公立大の入試概況

大学群別の志願者数の変化

国立大の志願者数は

下げ止まりをみせる

2015年度入試から、数学・理科が先行して現行課程での実施と
なったが、理科の負担感の大きさから国立大を避ける傾向がみられ
はじめ、長らく国立大の志願者数の減少が続いてきた。さらに2021
年度入試での共通テストの導入を機に、その前年および当年度には
安全志向の高まりから国公立大の志願者数は大きく減少した。
しかし、直近の2022年度入試では国公立大の志願者数は対前年指

数101と増加に転じた。これは共通テスト導入による安全志向が緩
和された結果とみられ、長期的には減少傾向に変化はないものと考
えられる。

国公立大の一般選抜の志願者推移

全体的には志願者数の減少が続く国公立大であるが、難関大にお

いては安定した入試が展開されている。大学群別の志願者数の推移

をみると、難関国立10大、ブロック大では対前年で志願者数が増加

しているが、その他の国公立大では前年並となった。特に難関国立

10大では共通テストが導入された2021年度入試における全体的な

志願者数の減少の揺り戻しが顕著にみられ、志願者数は2020年度入

試の水準まで戻っている。

難関国立10大やブロック大では

安全志向の緩和がみられる

現行課程の理科の負担感から
国公立大を避ける傾向

新入試での
安全志向の高まり

＊各年度５月中旬までに弊社で確認した情報をもとに集計。
＊各年度５月中旬までに弊社で確認した情報をもとに集計。

＊ブロック大の21年度以前の値は、大阪市立大と大阪府立大のものを含む。

志願者数 ’20 ’21 ’22

難関国立10大 68,810 67,613 69,654

ブロック大 71,632 67,162 68,580

その他の国公立大 299,123 290,640 290,423
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国公立大の入試概況

後期日程の欠席率は上昇が続く

国公立大の後期日程の欠席率の上昇は継続している。特に2020年
度入試を機に欠席率が大きく上昇しており、60％を超える状況が継
続している。後期日程の出願者のうち実際に受験するのは4割未満で
あり、後期日程まであきらめずに受験を続けることが合格につなが
りやすい環境となっている。

国公立大の後期日程欠席率の推移

＊文部科学省『後期日程第１時限目の受験状況』より。 ＊4年連続で実質倍率のデータを収集できている1,269の募集単位を集計。

国公立大の後期日程の実質倍率の変化

2020年度入試以降、

実質倍率１倍台の募集単位も目立つ

国公立大の後期日程の実質倍率の変化をみると、欠席率が大きく
上昇した2020年度入試を境に、１倍台の募集単位が多くなっている。
依然として高倍率の募集単位はあるが、後期日程までしっかりと受
験校を検討することで、合格可能性を高めていきたい。

2020年度入試を境に
欠席率が大きく上昇

2020年度入試以降
実質倍率１倍台の
募集単位が増加
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私立大の入試概況

入試方式別の受験者数の推移
私立大全体の志願者数は下げ止まる

一方で合格者数は増加

私立大の志願者数は2020年度入試、2021年度入試と2年連続で大
幅な減少が続いていたが、2022年度入試では対前年指数101と下げ
止まりをみせた。一方で、合格者数は増加傾向が続き、実質倍率が
低下した大学が多くみられる点も特徴的である。
入試方式別にみると、一般方式、共通テスト利用方式ともに合格

者の増加と実質倍率の低下が目立っている。また、学校推薦型選抜
でも同様の傾向がみられる。二次二期においては志願者数、合格者
数がともに減少しており、国公立大の後期日程と同様に最後まで受
験を続ける受験生は少なくなってきているものと考えられる。

私立大の一般選抜の志願者数の推移

＊各年度５月中旬までに弊社で確認した情報をもとに集計。
＊二次二期は二次入試、二期入試、後期入試など。共通テスト利用方式を含まない。

合格者数のみ
継続的に増加

＊各年度５月中旬までに弊社で確認した情報をもとに集計。

一般方式 共通テスト方式

学校推薦型選抜 二次二期
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（参考）私立大の入試概況

日東駒専・文系

2020年度入試以降は各偏差値帯で合格率が上昇が続き

2022年度入試では入学定員の厳格化以前の水準まで戻る

共通テスト模試の偏差値帯別に合格率をみると、日東駒専の文系学部では一般方式、共通テスト方式ともに2020年度入試以降、合格率の上昇
がみられ、2022年度入試でもその傾向が継続した。多くの偏差値帯において入学定員の厳格化の影響がみられる以前の2016年度入試と同程度
の合格率まで戻っている。例えば、一般方式において、偏差値50～55の受験生では、入学定員の厳格化の影響が強くみられた2019年度入試で
は合格率が19％であったのに対し、2022年度入試では45％と大幅な上昇がみられる。

＊共通テスト模試（6月・9月実施）総合集計合否度数分布。
＊日東駒専は日本大、東洋大、駒澤大、専修大。

偏差値帯別の合格率
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（参考）私立大の入試概況

日東駒専・理系

特に一般方式で合格率の上昇が続く

共通テスト模試の偏差値帯別に合格率をみると、日東駒専の理系学部では合格率の上昇傾向が続いており、特に一般方式で顕著である。例え
ば、一般方式において、偏差値40～45の受験生の合格率が2020年度の31％、2021年度の37％、2022年度の43％と上昇してきている。

偏差値帯別の合格率

＊共通テスト模試（6月・9月実施）総合集計合否度数分布。
＊日東駒専は日本大、東洋大、駒澤大、専修大。
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社会の現状と、予定されている未来

【高校】 100人に１人・・・
【大学】 ８人に１人・・・
【就職】 ４人に１人・・・
【社会】 ３人に1人・・・

中退

中退

就職できない（希望進路先に）
仕事をやめる（３年以内に）
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社会が変われば、求められる力（≒身に着けるべき力）も変わる
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進路選択の考え方も転換が必要に

“どこで” したいか ＜ “何を” したいか

before now

結果＝正解有
いい大学に入るため

将来の安定≒就職≒お金
ステータス≒大学名

過程＝正解無
自分を高めるため

何がしたいか
どんな環境にいたいか
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大学入試の仕組み（現行）

国公立大学

私立大学

一般選抜型 『共通テスト』 + 大学の個別試験／前期・後期・中期（一部）チャンスは最大３回

学校推薦型選抜

総合型選抜

一般選抜型 大学ごとに出願し個別試験を受験。入試タイプも多様になるが、大学に受験しにいく必要がある。

共通テスト利用 『共通テスト』の結果で合否が決まる／何校でも出願可能

学校推薦型選抜

総合型選抜
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共通テストについて

令和６年度の共通テストは１月14日（土）・15日（日）の予定
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新課程１期生！ 共通テストは変わる？

※「令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト実施大綱の予告（補遺）」について（通知）（2021年9月29日）より

現行の80分から10分延長

出題範囲に数学Cが含まれ、
選択回答数が２から３へ増加

試験時間も現行の60分から
10分延長

教科情報など、新しい試験科目が加わることが注目されてはいるが、心配無用！
むしろ高１、高２ともに、今、意識したいことは・・・
①２日間、およそ９時～18時まで試験を受け続けることができる体力
②緊張した状態でも結果が出せるようにするために訓練
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共通テスト 900点満点 予想平均点

■５－８文系 ５０８点 （対前年 －44点）

■５－７理系 ５１３点 （対前年 －59点）

＊データネット最終集計値を基に、データネット実行委員会で推定した900点満点での平均点
＊対前年は前年度の予想平均点（得点調整反映後）との比較

令和４年度共通テスト予想平均点から考える
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共通テスト 科目別予想平均点と前年差
＊平均点はデータネット実行委員会による予想値

＊前年差は2022年度データネット予想値と2021年度最終発表値（得点調整反映後）との差

数学ⅠA/数学ⅡB/生物で平均点が大きく低下
その他多くの教科はおおむね55％～60％の平均点
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出題の特徴とこれからの学習のポイント【国数英】

科目 出題の特徴 これからの学習ポイント

国語

―複数テキストを比較・関連付ける応用的思考力を問う設問が出題―

本文の分量は、ほぼ昨年並。設問数は変更がなく、解答数は減少。第１問では
生徒の作成したメモを用いて２つの文章を比較・統合する出題が、第３問では
同じ場面を描いた別ジャンルの文章を比較する出題がなされた。昨年以上に、
複数の文章や資料を関連付ける力が求められ、やや難化。

■生徒の学習過程を想定した設問や、複数テキストを比較・統合しながら応
用的思考力を問う設問が出題される。本文の構成や展開を的確にとらえ、論
旨や内容を正確に読み取る力に加えて、複数の文章や資料の共通点や相違
点をとらえたり、抽象化してまとめたりする力が求められる。文章の表面的な
読解にとどまらず、その根底にあるテーマや、書かれた背景にまで着目して、
深く考える力を身につけよう。

数学
Ⅰ・Ａ

―第１問で三角比の表、第２問でグラフ表示ソフトの問題が出題―

第１問〔２〕は現実事象において、三角比の表を利用する問題、第２問〔１〕は対
話の場面やグラフ表示ソフトを用いるなど、学習場面を想定した問題であった。
選択肢の問題は８～10問（解答数12～16）で、昨年より３～４ページ少なかっ
た。導入部分から解法の方針が立てにくい問題が多く、昨年より難化。

■現実事象の問題や、対話形式の問題は、従来のセンター試験に比べると１
題あたりの問題文が長い傾向がある。問題文をじっくり読んでいると時間切
れになってしまう可能性があるため、必要な情報を素早く取捨選択することな
どを意識した演習を積んでおこう。
■問題の分量が多いため、まず最初は70分以上かかってもよいので、自力
で解ききれるように過去の共通テストの解き直しを行おう。その後、少しずつ
時間内に終えられるよう、時間配分や効率的な計算を意識した演習を積もう。

数学
Ⅱ・B

―「図形と方程式」や現実事象を扱う問題（数列）が出題された―

第１問〔１〕において「図形と方程式」の出題があった。第４問「数列」では、現
実事象を扱った対話文を含む問題が、第５問「ベクトル」では、対話文をもとに
考察を進めていく平面ベクトルの問題が出題された。全体を通して幅広い知識
の活用が求められ、難易は昨年より難化。

■現実事象を題材とした第４問のように、今後も文章量が多い問題が出題さ
れる可能性がある。対話文をヒントにするのはもちろん、「～より」「～に注意す
る」などの語句にも着目し、誘導に従いながら解き進めるようにしよう。
■見慣れない問題を解く際は、値を代入した結果の推測や、条件の読み替え
など、自分の知っている知識との結びつけが重要になる。焦らずに、どの知識
を用いればよいか、どこに着目すれば選択肢を消去できるかなどを考え、見
通しを立てて解き進めるようにしよう。

英語R

―昨年同様、様々な場面や状況に応じた題材が取り上げられた―

題材は昨年同様、日常的な文章や説明文など様々なものが扱われた。設問で
は記述内容の順序を問うものや、プレゼンテーションを完成させるものなどが出
題され、昨年同様に多面的に情報を処理することが求められた。読解量はやや
増加したものの、難易は昨年並。

■内容や場面が工夫された素材が出題され、多面的なリーディング能力が
問われている。「複数の情報を処理する力」や「文章の論理展開を把握する
力」などを意識して伸ばしていこう。
■昨年から読解する英文量が増加しているため、日頃から多種多様な英文
素材を短時間で読解する練習をしていこう。さらに、複数の英文と図表の内容
を組み合わせて考えるといった情報処理をすばやく行うような学習をしておこ
う。

英語L

―イラスト並べ替え問題が出題されたが、その他の大きな変更なし―

昨年に続き、音声情報とイラストやグラフなどの視覚情報を組み合わせて答え
る問題が出題された。場面に応じた聞き取りを要する実践的な英語力が問わ
れた。長めの講義全体を理解する必要がある問題や、放送文からの言い換えに
注意が必要な問題もみられたが、全体的に取り組みやすく、昨年よりやや易化。

■音声情報の表面的な理解にとどまらず、具体的な状況やイメージを頭の中
で思い浮かべられるかどうかがポイントであった。話し手の意図や場面を意
識しながら、音声を聞く練習を積もう。
■今後も、音声情報と図表などの視覚情報をもとに解答したり、複数の情報
を整理・判断したりするなど、多面的に情報を処理することが求められると予
想される。重要な情報を逃さずに聞き取ることができるように、メモを活用して
短時間で情報を整理する練習を積むとよいだろう。
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~時間が足りない、情報量が多い、思考力が問われる~

•難しいと感じたものもあれば、簡単かなと思うものもあった。思考力が問われてい
るだけあって、時間が足りなかった。

•全体的に見直す時間が全然取れず、時間いっぱいになってしまうような感じで
した。

•全体を通して言えるのは、情報量が多いということ。意外に見落とした部分など
があった。限られた時間内にいかに速く正確に読みとれるかで差が出たと思いま
す。

•文章がどの科目も長く、文章の速読も求められていると感じた。

•問題文を最後まで読まなければ把握できないものが多かった。また英語は複数
の文章を照らし合わせないとわからないものがそこそこあって面倒だった...。

※進研ゼミ高校講座 高3会員向けアンケート結果より

共通テスト直後の受験生へのアンケートから
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33%

35%

36%

36%

0% 10% 20% 30% 40%

探究活動に熱心に取り組んでいる

読書量が多い

社会問題への関心が高い

生徒同士の質問や教え合いをよくしている

自分の強みを自覚し、伸ばそうとしている

学習の振り返りができている

学習時間が多い

希望進路が明確で、強い志望理由がある

課題を把握し、効率的に学習ができている

見通しを持って学習を進めている

共通テストで想定していたよりも高得点がとれた生徒の特徴

N=939

想定より高得点がとれた受験生の特徴

※教育・入試改革対応に関する調査（2021年３月実施）より

「見通しを持った学習」、「志望理由」は高得点のカギ！
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大学入試は、日々の授業理解がすべて！

【～大学案内より抜粋～】
◆入試のためには中学校・高等学校の教科書を忠実に勉強することが最も大切です。

英語のいろいろな文型や表現に慣れるために、教科書を暗記するほどに学んでください。

◆入試問題は標準的な良問で構成されています。

そのため、むしろ教科書をしっかり勉強することが大切だといえます。

【～大学入試センターHPより抜粋～】

⇒ 青山学院 大学

大学入学共通テスト＝100％
４年制大入試の大半＝80％以上

大学入学共通テストは，大学（専門職大学，短期大学，専門職短期大学を含む。以下同じ。）へ
の入学志願者を対象に，高等学校の段階における基礎的な学習の達成の程度を判定し，大学
教育を受けるために必要な能力について把握することを目的としている。

※「令和３年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト問題作成方針」より抜粋
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『当たり前の結果』が出たアンケートから考える

※東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所「子どもの生活と学びに関する親子調査2018」（2020.9.23）より抜粋

高校2年生の終わりまでに
自分で考えて学習ができるようにしたい

※学習意欲の「低・中・高」について・・・学習の動機づけとなる4項目（「友達に負けたくないから」「自分の希望する大学に進みたいから」「将来な
りたい職業につきたいから」「新しいことを知るのが嬉しいから」）について、「とてもあてはまる～まったくあてはまらない」を4点～1点として合計。

その上で、学年ごとに人数が均等になるように、学習意欲の「低・中・高」に分類した。
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スタディーサポートで分かった、コロナ禍前後の学習や進路意識の変化

※スタディーサポート２年１回のα・β・Θ、同一・新作全タイプ全国受験者データより

「勉強はするが成績が伸びない」と感じる２年生が増加
塾に通っている生徒の割合はコロナ前と比較すると大幅に増加
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『わかる』から『できる』ために

①引き出しをつくる

（読む・聞く）

↓

②問題を正しく読む

↓

③解き方を考える

↓

④“伝わる”答案を書く

「わかる」と「できる」はちがう！

アウトプット

インプット
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今後望ましい学習スタイルや学習観とは（これから伸びる生徒の特徴）

NGな学習スタイル・学習観 望ましい学習スタイル・学習観

・受け身の学習姿勢
・場当たり的な学習
・丸暗記やテクニック重視
・ドリルなど練習量を重視
・分からないとすぐ正解を求める
・勉強の“環境”を重視

・自立的な学習姿勢
・計画的な学習
・意味理解や思考過程を重視
・効果的な学習方法の追求
・分からなくても自分の頭で考える
・自分の“行動”が全てと考える

出典:ベネッセ教育総合研究所
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「不合格体験記」より ～失敗から学べることは多い！～

・勉強を取捨選択した。高校２年時から国語と地理を授業で触れず、授業も内職したり、居眠
りすることが幾度もあった。国語と地理を捨てた私には変化があった。数学を勉強していると、
「この問題は多分試験に出ないから大丈夫だろう」や「英作文は出ないから書かなくていいや」
と自己判断でどんどん切ってしまうようになった。そんな私の学力は一向に上がらず、むしろ下
がってしまった。

・私は高校生になりスマホを持った。家に帰り一人になっても多くの動画視聴アプリがあり、ま
たインターネットを通し様々な人と関わることができる。私はその欲求に抗うことはできなかった。
というより、抵抗しようともしなかった。

・塾と学校の両立ができておらず、塾を優先していた。塾から帰ってくると夜遅く、学校の予
習・復習をせずに寝てしまうことがよくあった。塾に通えばなんとかなると思っていたところが
あったが、今思い返してみると受かった友達は皆学校の授業や予習・復習を大切にしていた。

・実力はないが精神は強い方で常にポジティブシンキングなのが長所であると自負していた私
は、「なんとかなる」を合言葉に勉強を続けていた。「プラス思考は良いことだ」と学校の先生も
言っていたからだ。だが私はプラス思考すぎて人生を楽観視していた。模試の結果が悪くても
落ち込んだことなどなく、緊張感を感じたことも一度もなかった。そして迎えた受験当日。全部
暗記することができなかった単語帳を手に会場へ向かうこととなった。
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お子様の伴走者であるために ほどよいお節介のススメ

お子様の学年が進むにつれて、ちゃんと勉強しているのか、成績が上がっているのか…など
保護者の皆様も心配がつきないと思います。しかしお子様も18歳に近づいています。
受験期は親子の“コミュンケーション“が希薄になったり、少しまちがった方向に進んでしまうことも。
是非１人の大人として、見守りながら伴走してあげることが重要なんだと思います。

～おすすめのほどよいおせっかい～
◆こどもが自発的に話はじめたときは、最後まで話をきいてあげる。共感する。
◆直接的な言葉以外で応援してあげる。
◆偏差値ではなく、なぜその大学や進路を目指すのかをきいてみる。共感する。
◆規則正しく、健康的な生活が送れるようなサポート。
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（参考）大学受験・進学に必要なお金

大学受験に必要なお金 ※私立医・歯・薬学系統はさらにかかる傾向

出典：マナビジョンブック2020「保護者版」より抜粋

※「受験」にかかる費用

受験校が増えるほど費用の負担も増える。
出願するつもりの大学・学部が納得して通えるか、
入試の日程に無理がないかなどの確認は重要。
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（参考）卒業までにかかる費用

出典：マナビジョンブック2020「保護者版」より抜粋

学費と生活費のほか、留学費用や就職活動費用なども考慮が必要。


